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平成 29年 3月 策定

北村山公立病院組合

資料④-7



新公立病院改革プラン

団体コード 068454
施設コード 001

団 体 名 北村山公立病院組合

プ ラ ン の 名 称 北村山公立病院新改革プラン

策 定 日 平成 年 月 日

対 象 期 間 平成 年度 平成 年度

病
院
の
現
状

病 院 名 北村山公立病院 現在の経営形態 公営企業法財務適用

所 在 地 山形県東根市温泉町二丁目15番 1号

病 床 数

病床種別

療 春 精 神 締 核 履 聖 斤 FT  I

360

一般・療養病
床の病床機

能

魚 FF翻 回 復 期 慢 性 期 計 ※

診療科目 科 目名
内科・神経内科・小児科・外科・整形外科・形成外科・脳神経外科・手し腺外科・皮膚科・泌尿器科・産
局人科・眼科・耳鼻いんこう科・リハビリテーシヨン科・放射線科・麻酔科(計 16科 目)

（
１

）
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役
割

の
明
確
化

① 地域医療構想を踏まえた当
該病院の果たすべき役割
(対象期間末における具体
的な将来像 )

平成37年 (2025年 )における
当該病院の具体的な将来
像

当院の特色でもある人工透桁やリハヒリテーシヨン医療寺の磯記螢1こを凶りなから、医燎磯需寺の設備壼偏、ま
た、築後40年 以上が経過し老朽化が著しいリハビリ棟や外来エリアの改修等の施設整備を計画的に行い、引き続
き北村山地域の基幹病院として急性期医療と回復期機能の充実を担つていく。
地域医療構想を踏まえ、過剰である急性期病床から不足している回復期病床への転換など、真に地域に必要な

医療提供体制を見据え、許可病床数360床のうち西6階病棟45床と東5階病棟15床の減床及び病床種別の適
正化を検討し対応を図つていく。

上記あとおり栃 床数及び満床種房iめ適正

`ど

を検討雌 :ヨヒ村西地域あ基幹病院として葛1ぎ続ぎ急性苅甚
療を担いつつ、また、当院の特色でもあるリハビリテーション医療の充実・強化により、在宅復帰・社会復帰に向け
た回復期への対応を図つていく。

② 地域包括ケアシステムの構
築に向けて果たすべき役割

住み慣れた地域において、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの

階築と運用に向けて、医療機関として、可能な限り地元自治体との連携に努めていく。

∪ ―骰芸討員理の考えカ
(繰出基準の概要 )

北村山地域唯―の二次医療機関として、日進月歩で高度化の進む医療技術に対暦するため医療機器等の設備
整備を行い、また、老朽化の進む施設の更新を計画的に行い、地域住民が求める医療を安定的に継続して提供し
ていくものである。そのために、現金保有残高が著しく減少し病院運営に支障を来すことがないよう、地方公営企業
操出基準を基本としながら一般会計負担金の調整を図つていく。

④ 医療機能等指標に係る数値 目標

1)医療機能・医療品質に係るもの 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

1救急患者数く人) 10,883 10,011 10,200 10,200 10,20( 10.20C

「
覇弄亀К件) 1,156 1141 1,150 1.150 1,15〔 1,15( 1,15C

1紹介率(%)~~~~~ 350 350 35(

隔面障で2) 300 300

26■1月賢 27`「 遍目

`学

結 )

28fF月露 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

雁轟罫扉罰扉致(件 ) 5141 5.781 6,00( 6,00〔 6,00C

⑤ 住民の理解のための取組 当院ホームページ及び広報紙「クローバー」などにより周知を図る。



（
２

）
経
営

の
効
率
化

①

) 支改善に係るもの 26年度 27年度 28派手農 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

経常収支比率(%) 969 929 946

経常収支比率(%)
(退職給付引当金繰入額除く)

982 959 958 956

医業収支比率(%) 905 907

医業収支比率(%)
(退職給付引当金繰入額除く)

960

費肖1減に係るもの 26年度
(筆繕 )

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

職員給与費対医業収益比率 (%) 544 552 558 560 563

材料費対医業収益比率 (%)

入確保に係るもの 26`「 Fx 27年度
(車縮 )

28年 FR
(亭 ス )

29年度 30年度 31年度 32年度 備考

1日 当たり入院患者数 (人 ) 2590 2427 2472 2430 2430 2430

1日 当たり外来患者数〈人) 4427 4412 4290 4410 4410 4410 4410

1入院1人 1日 当たり診療収入(円 ) 36,336 37.398 36,246 37,398 37398 37,398 37,398

願 人1日 当たり診療収入(円 ) 11,284 11,353 11,652 11,353 11,353 11,353 11,353

1)経営の安定性に係るもの 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 備考

1常勤医師数 (人 )

面 肴残高(百万円) 364

上記数値目標設定の考え方

地域住民が求める医療を、安定的に継続して提供できるよう財政基盤の構築等に着目し策定した「平成28年度

中期財政計画」に基づき,収支を見込み目標を設定した。

② 経常収支比率に係る目標設
定の考え方 (対象期間中に経
常黒字化が難しい場合の理由
及び黒字イしを目指す時期、そ
の他目標設定の特例を採用し
た理由)

上記のとおり中期財政計画を基に目標を設定したが、現在の限られた医療スタツフでの診療体制では料金収人

の増加が見込めず、対象期間中の経常収支黒字化は非常に困難である。
平成26年度から適用された新会計基準による過去分の退職給付引当金の計上が経常収支に与える影響は非常

に大きく、当該引当金の計上を除き経常収支比率の目標を設定した。
常勤医師数が年々減少の一途をたどつてきたが、最重要課題として対策に取り組んだ結果、期間中における常

勤医師の若千の増加の見通しがついた。引き続き医師の確保に努め、入院・外来患者数及び患者1人 1日 当たり料

金収入の増加を図り、経常収支比率改善の目途がつく場合にはプランの見直しを考慮していく。

③ 目標達成に向けた具体的な
取組 (どのような取組をどの

時期に行うかについて、特
に留意すべき事項も踏まえ

記入 )

民 間 隅 稚 冨

手法の導入
清掃・洗濯・滅菌消毒・物品管理・医事業務・設備運転管理・思看給食等、民間委訛可1:な栗務に

ついてはほぼ委託済み。
競争入札及び複数年契約の積極的な推進により、コストの削減を図る。

事業規模・事
業形態の見
直し

真に地域に必要な医療提供体制を見据え、病床数の適正化を検討し、現在体床中の山6階病標
準5床に加え東5階病棟の15床について平成30年度から減床を予定する。

駐 貿 自J腹・刊:

制対策
の採用や、材料費(薬品・診療材料)の効率的な使用に努め、対医業収益比率

の減少を図る。
適正な職員配置に努め、給与費の対医業収益比率の減少を図る。

収 入 瑠 7Ju・ 健

保対策
として医師の確保、また、看護師・助産師等医療スタッフの確保に努め、患者

数の増加及び医業収益の増収を図る。
2年毎に見直される診療報酬の内容を精査し、加算点数の算定等による増収を図る。

その他 県立病院空白地域である北村山地域において、広域的な地域医療を担う当院の役割を今後とも山

形県に働きかけ、医師等の確保並びに財政面での支援を要望していく。

④ 新改革ブラン対象期間中の
各年度の収支計画等

11紙 1記載



（
３

）
再
編

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化

当該公立病院 の状況 E施設の新設・建替等を行う予定がある

E病床利用率が特に低水準 (過去 3年間連続 して70%未満 )

E地域医療構想等を踏まえ医療機能の見直しを検討する必要がある

二次医療又は構想区双囚の柄
院等配置の現滉

村山二次保健医療圏には、一頭病床を有する病院が23施設あるが、自治体立病院以外の多くは山形市に偏在し

ている。北村山地域において一般病床を有する病院は当院のみである。

当 該 病 院 に 1糸0再 調融 不 ツト

ワーク化計画の概要

(月L)

1詳細は別紙添付可
2具体的な計画が未定の場合
は、①検討・協議の方向性、②
検討・協議体制、③検討・協議
のスケジュール、結論を取りまと
める時期を明記すること。

<時 期> <内 容>

予定なし

西村山医療圏も含めた医療機能の再編が必要と考えるが、動向を見ながら慎重に判断していく。

当面は、医療福祉連携室を中心とし、地域医療機関との連携強化を図つていく。

（
４

〉
経
営
形
態
の
見
直
し

種 冨 杉 悪 の 現 滉

〈該当箇所に/を記入 )

E公営企業法財務適用    圧公営企業法全部適用    E出 方独立行政法人   E指 定管理者制度

匡卜部事務組合・広域連合

溜:宮形 態 の 兄 日 しu票訃りの /」 lp11■

(該当箇 所 にノを記 入 、検 討 中 の

場 合 は複 数 可 )

E公営企業法全部適用 匡L方独立行政法人   E脂 定管理者制度 E民間譲渡

E診療所化 E賭健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

経営形態見直し計画の磯晏

(注 )

1詳細は別紙添付可
2具体的な計画が未定の場合
は、①検討・協議の方向性、②
検討・協議体制、③検討・協議
のスケジュール、結論を取りまと
める時期を明記すること。

て眸 期 > く内 容>

予定なし

東棟をはじめ老朽化が著しく建て替えが望まれるが、構成自治体のみでは財政的に厳しいこと、ま

た、西村山医療圏との再編を考えると、山形県も一体となつたより広域化した組織による運営が必要

であるが、具体的な経営形態の見直しについては、現在考えていない。

(5)郡道府県以外記載,IJT収車フ
ラン策定に関する都道府県からの
助言や再編・ネットワーク化計画策
定への都道府県の参画の状況

地域医療構想の実現に向けて、当院の病床規模や病床種別に対する検討に対しての助言、また、本プランに掲

げる老朽化した施設の計画的な改修についても助言をいただいた。

本
点
検

・
評
価

・
公
表
等

庶 硬・計 佃・公 表 寺 の 裕 制

1委員会等を設置する場合その
既要)

病院側と、組合構成雨町 (東根雨・村山TF

合構成市町の財政担当課長も含めながら、
・尾 花 沢 T'人 有 出 lur,の保 健 THヨ 課 長 を父 え 、民 に ほ 始 女 に ,い し て組

点検・評価を行う。

点検・評価の時期(毎年○月頃
等)

当該年度の予算が確定し、前年度の決算が確定する毎年7月 頃

/AN表 の方法 当院ホームページ等

その他特記事項



年 度

区 分

26年度
(実績)

27年度
(実績)

28年度
(見 込 )

29年度 30年度 31年度 32年度

収

入

1医 業 収 益 a 4,916 4.903 4,853 5,005 5,010 5,019 5,00モ

(1)料   金   収 入 4,653 4.534 4,486 4,533 4,538 4,547 4,53〔

(2)そ    の    他 367 472 472 472

うち 他 会 計 負 担 金 272 272

2.医 業 外 収 益 347 355 39C 413 436 451

(1)他 会 計 負 担 金・補 助 金 301 309 350 37C 394 41(

(2)国 (県 )補 助 金

(3)長 期 前 受 金 戻 入 」

(4)そ    の    他 1 1 1

経 常 収   益 (A) 5,26〔 5,25e 5,191 5,401 5,42e 5,455 5,456

支

出

1.医 業 費 用 b 5,19C 5,22C 5,361 5,48( 5,52C 5,548 5,561

(1)職 員 給 与 費 c

うち退職給付引当金繰入額 *
2,673

70

2,70C

7C

2,760

70

2,793

70

2,804

70

2,824

70

2,837

70

(2)材    料    費 974 887 942 942 942 942

(3)経         費 1,244 1,25〔 1,352 1,377 1,38C 1,381

(4)減 価 償 却 費 24C 341 353

(5)そ    の    他 44

2 医  業 外 費 用 202 228

(1)支   払   利  息 1 7

(2)そ    の    他 206

経 常 費   用 (B) 5,392 5,426 5,589 5,699 5,744 5,76( 5,777

経 常 損 益 (A)― (B) (C) ▲ 129 ▲ 168 ▲ 398 ▲ 298 ▲ 321 ▲ 311 ▲ 321

特
別
損
益

1 特   別   利   益 (D) 1

2 特   別   損   失 (E)

特 別 損 益 (D)― (E) (F) ▲ 155 1

純 損 益   (C)+(F ▲ 284 ▲ 167 ▲ 39ε ▲ 298 ▲ 321 ▲ 311 ▲ 321

累 積 欠 損   金 (G) 2,497 2,664 3.062 3,360 3,681 3,992 4,31〔

不

良

債

務

流 動 資 産 (ア ) 1,222 1,207 929 929 929 929

流 動 負 債 (イ ) 870 870 870

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源 (ウ )

エ入額締
の

ほ行
等
発朧未

度
ま

年
‐

当
又

差弓|11ィト(号)Httx蒋 け) ▲ 355 ▲ 334 ▲ 59 ▲ 59 ▲ 59 ▲ 59 A 5〔

経 常 収 支 比 率
囃 ■

X100 97.6 948 944 946 94.Z

亀黙付罰L桑蓬除零面肇R「 X100 94.1

不 良 債 務 比 率
(オ)X10c ▲ 7.2 ▲ 68 ▲ 1_2 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 1.2 ▲ 1

医 業 収 支 比 率{-10C 947 907 90.5 900

亀職霧付ダL∫私ズ亀除零千
「

X ЮC 960

蔵員給与費対医業収益比率  C X 10C 544 55.2 55.8 56.0 56.7

:]『野讐?冦詈亀霧吉導』雪
項   0 ▲ 355 ▲ 334 ▲ 59 ▲ 59 ▲ 59 ▲ 59 ▲ 59

資 金 不 足 比 率囃
生 ×10C ▲ 7.2 ▲ 68 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 1.2 ▲ 1.2 ▲ 12

病 床 禾1 用 率 674 675

(別紙 1)

1.収支計画 (収益的収支 )

(注 )

1 過去分の退職給付引当金繰入額を除き目標を設定する。

団体名
(病院名|

公 立 病 院 )

(単位 :百万円、%)



年 度

区 分

26年度
(実績)

27年度
(実績)

28年度
(見込)

29年度 30年度 31年度 32年度

収

入

1 企     業     債 720 507

2他 会 計 出 資 金 205 246 26C

3他 会 計 負 担 金

4.他 会 計 借 入 金

5他 会 計 補 助 金

6.国 (県 )補 助 金 10

7 そ     の     他

収 入 計 966 507 501

る
額

部
当

越
充

リ繰
源い財

年
の

翌
出“

支
前年度許可債で当年度借入分  (c)

純計(a)一[(b)+(c)l   (A) 966 507 501

支

　

　

出

1 建  設 改 良 費 830 243 235

2企 業 債 償 還 金 323 334 44〔 474 494 532

3.他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

4.そ      の 他

支  出  計     (B) 541 1,154 577 1,012 72[

差 引 不 足 額 (B)― (A) (C) 228

補

て
ん
財

源

1損 益 勘 定 留 保 資 金 24C

2.利 益 剰 余 金 処 分 犠

3.繰 越 工 事 資 金

4 そ     の     他 1 1 1 1 1

計 (D) 227 180 22〔 250

捕てん財源不足額 (C)― (D)   (E) C C 0 0 0

Ｆ人
額

情禾
のは行

等
発

一思同
未

度
ま

年当
又

実 質 財 源 不 足 額  (E)― (F C C 0 0 0 C

2.収支計画 (資本的収支 )

団体名 1   北村山公
(病院名)|   (北 村山公立病院)

(単位 :百万円、%)

3.一般会計等からの繰入金の見通し
万 円

暉印
27`1月質
(実績)

28年度
(見 込 )

29年度 30年度 31年度 32年度

収 益 的 収 支
( 14)

363

( 14)

478

( 14)

45e

( 14)

625

( 14)

642

( 14)

666

( 141

68〔

資 本 的 収 支
( 2)

205

( 7)

246

( ■

269

( 7)

288

( ⊃

312

( 7)

322

( プ

33〔

合  計

( 16)

568

( 21)

724

( 211

72ラ

( 21)

913

( 21)

954

( 21)

988

(  211

1,02(

(注 )

1()内 はうち基準外繰入金額を記入すること。

2「基準外繰入金Jとは、「地方公営企業繰出金について」(総務副大臣通知)に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる繰入金以外の繰入金をいう

ものであること。


